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池島和行議員に対する辞職勧告決議

池島和行議員の酒気帯び運転に対して、市議会の圧倒的多数によって、二度

の議員辞職勧告決議が行われましたが、いまだそれを受け入れてはいただけず、

誠に遺憾であります。

この間の池島議員の言動を見ていますと、会派に迷惑をかけたから会派を離

脱する。後援会の理解が得られたから議員を続けるということが基本になって

いるようです。ここに大きな問題があると思います。

確かに当選のために、支持者や後援会員からの支持をいただきます。しかし

ながら当選後は、市民のための議員でなければなりません。一部の後援会員の

ためにだけ働くとしたら、それは偏った活動となります。その市民が、議員と

して活動することをよしとしていないのですから、その声を真摯に受け止める

べきです。

また、会派にも迷惑をかけたのかもしれませんが、一番は市議会の名誉を著

しく失墜させたということです。これらへの反省がまったく見られません。

私たち市議会議員は、特別職の公務員として扱われており、通常の公務員よ

りさらに厳格に対応しなければなりません。一般の公務員でも懲戒処分にあた

り処罰がされます。議会としての処罰ができないだけに、自らどのような責任

をとるのかが強く問われているのです。だからこそ、自分に対してより厳しい

態度を取ることが必要です。後援会員に、進退をうかがうのではなく、自らの

けじめをつけ、そのうえで、今後頑張りたいのでその時は引き続きご支援をと

お願いしていくのが筋ではないでしょうか。自らのことを、あたかも後援会が

良しとしたからという後援会の責任のようにすることは認められません。

あらためて、市民と議会に与えた影響の大きさを考え、議会として市民への

信頼回復を図るうえからも、岩見沢市議会は重ねて、池島和行議員が、自らの

意思で、議員を辞職するよう強く求め、ここに決議する。
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